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1. はじめに

本邦産の野生ギク(臼砂匂'anめemum属)の

うち，白色の舌状花を有する倍数体種は，白色

の舌状花をもっ二倍体のリュワノウギク C

makinoi Matsum. & Nakaiと黄色の舌状花を

もっ四倍体のシマカンギク C.indicum L. var 

indicumを起源、として形成されたと推定されて

いる(田中・下斗米 1978)ロ伊藤(1994)や吉

田 (2000)は，リュウノウギクとシマカンギク

の混生地において，白色の舌状花弁をもっ四倍

体の個体を見出し それらが両種の雑種起源で

あることを報告している。あわせてそれらの混

生地において三倍体の個体は見出されなかった

ことも報告している。このことはリュウノウギ

クとシマカンギクの雑種は，三倍体を経ること

なく四倍体の個体を生ずることができることを

示しているD

さらに吉田 (2002)は，リュウノウギクとシ

マカンギクの人為交雑を行し、「自然雑種として

は，三倍体ではなく四倍体が生じる可能性が大

きいこと，また，場合によっては，六倍体の F1

雑種が生じる可能性があるJと報告している。

これは，白色の舌状花をもっ本邦産野生ギクの

雑種形成による種分化の道筋を考察する上で，

大きな示唆を与えるものである。しかし，二倍

体と四倍体の交雑から四倍体や六倍体の F1が

生ずるメカニズムについては 明確な推定はな

されていない。すなわち，吉田 (2002) は，交
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雑親の細胞遺伝学的特徴について調査をしてい

ないため，その成因については，不明のままで

ある。そこで本報告では，交雑親の細胞遺伝学

的特徴を明らかにしたうえで，吉田 (2002)の

行なった交雑実験を追試し，二倍体と四倍体の

交雑によって四倍体や六倍体の子孫が生ずるメ

カニズムの解明を試み，その結果を第 1部とし

てまとめた。

さらに先行研究によって，黄色の舌状花をも

っシマカンギクの個体群中に白色やクリーム色

の舌状花をもっ個体が混生していることが報告

されている熊本市金峰山の個体群について，そ

れら個体群の外部形態及び、核型の分析を行なっ

て，伊藤 (1994)や吉田 (2000)の報告したリ

ュウノウギクとシマカンギクの雑種群と同一で

あるか否かについて検討を行い，これを第2部

としてまとめた。

2.人為交雑によるリュウノウギクとシマカン

ギクのF1雑種について

人為交雑において，3個体の Fl雑種が得られ

た。 3個体とも両親の組み合わせが異なってい

たが，いずれもシマカンギクが母親であり，外

部形態，核型はそれぞ、れ異なった特徴を示した。

H3は，シマカンギクの中村山 8Xリュウノウ

ギクの眉山4の組み合わせから生じ， 2 n =27 

の三倍体で，舌状花弁は白色で、あった。核型分

析の結果から，シマカンギクのゲノムを 2組，

リュウノウギクのゲノムを 1組持っと推定され，
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両親ともに正常な減数分裂によって形成した配

偶子の受精による F1であると推定した。 H2は，

シマカンギクの中村山 3Xリュウノウギクの

神山4の組み合わせから生じた 2n=36の四倍

体で，舌状花弁は白色で、あった。核型分析から，

シマカンギクのゲノムを 2組 リュウノウギク

のゲノムを 2組もっと推定した。神山4の減数

分裂を観察した結果，多価染色体が形成されて

おり，その結果非減数の配偶子を形成し，そ

の精細胞が正常なシマカンギクの卵細胞と受精

した F1であると推定した。すなわち，増加し

た9個の染色体については， リュウノウギク由

来であると推定した。 Hlは シマカンギクの

眉山 3・13Xリュウノウギクの長池2・5の組み合

わせから生じた 2n=36の四倍体の雑種と考

えられたが，舌状花弁が黄色で，核型はシマカ

ンギクのゲノムを4来Eもっていた。リュウノウ

ギクとの F1雑種で、あれば，舌状花弁は白色が

生じることから，H1はシマカンギクの自家受

精の子孫と推定した。シマカンギクは自家不和

合性であるので 1が生じた過程は不明である。

3. シマカンギクの自然雑種について

熊本市金峰山が模式産地であるシロパナハマ

カ ン ギ ク C. inめ~cum L. var. albescens 

Makinoは、シマカンギクの黄花の個体群中に

混在する白色舌状花個体のことで、単なるシマ

カンギクの白花ではない(北村 1967) とされ

ている口シロバナハマカンギクは，シマカンギ

クと家菊(栽培ギクC.morifo1ium Ramat.) 

またはサツマノギクC.ornatum Hemsl. var. 

ornatumとの自然雑種に由来するものとされ

ている(中田ら 1979)が サツマノギクの生

育地と金峰山はかなり離れているため，サツマ

ノギクが金峰山のシロパナハマカンギクの片親

とは考えにくい。

九州には，四倍体 (2n=36)と六倍体 (2n=54)

のシマカンギクが生育する(中田ら 1987)が，

金峰山は六倍体の分布域にあり，もし，リュウ

ノウギクの生育地が近くにあれば，シロパナハ

マカンギクはリュウノウギクとの雑種である可

能性も考えられるc しかし，これまで金峰山周

辺にはリュウノウギクが生育しているとの報告

はなく，また，キク属においては，これまで二

倍体と六倍体の自然雑種の報告はない。

熊本市金峰山及びその周辺地域の現地調査を

行い， 10ヶ所から 87個体を採集し，核型分析

及び舌状花弁の色や葉身の形状などの形態の特

徴について分析を行なった。染色体数は観察し

た全ての個体で2n=54の六倍体で、あったが，

葉身は 3'""5裂片，総直外片は皮針形または卵

型，舌状花弁の色は白色，黄色，及び白色と黄

色の中間色であるクリーム色の 3つに区別され，

多形的で、あったo 核型分析においては，端部型

染色体を 6個または7個共通にもつが，その他

に共通した特徴は見られなかった口

4. まとめ

(1 )人為交雑によるリュウノウギクとシマカ

ンギクの F1雑種において、三倍体 (2n=27)及

び四倍体 (2n=36)のF1雑種が生じた。

(2)今回，人為交雑で得られたリュウノウギ

クとシマカンギクの四倍体の F1雑種で、は、増

加した染色体は，リュウノウギクの非減数の配

偶子に由来すると推定した。

(3 )今回調査した熊本市金峰山及びその周辺

地域のシロバナハマカンギクは，シマカンギク

に類似しているが，葉身の形状，舌状花弁のク

リーム色の濃淡，核型ともに多様性に富んでお

り，昔から人々の生活とかかわりの深い環境で

あることから考えて，シマカンギクと栽培ギク

の雑種に由来すると推定したロ
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